
「できる人」の見分け方・育て方（１） 

 
日本企業の人事採用 
 これまで，多くの日本企業の人事採用では，長期雇用のもと，一緒に仕事をする“同士”

を選ぶという考えが強く，仕事に関する能力はさておき，できる限り人格円満で，社交的

で協調的な人間を選抜しようと考えていました。現在でも，伝統的な大企業にはこうした

考え方が色濃く残っています。 
 
“磨けば光る玉”の発掘 
 そうした考え方の背後にある１つの発想法は，仕事に必要となる能力は，我が社に入っ

てから徐々に身につけさせればよく，その仕事能力を身につけられるだけの潜在能力があ

るかどうか，いわば「磨けば光る玉」であるかどうかを，新人採用の際にきっちり見極め

ることこそが重要である，という発想です。 
 
外見上のスペック 
 周知のように，多くの日本企業では，長期にわたって人材を育成しうるだけの余裕が減

ってきており，自社に入社させてからじっくり育成するというよりも，最初から“仕事能

力”をもった人材を求めるように変化してきています。こうした仕事能力を持った人材は，

昨今では「即戦力」と呼ばれています。 
こうした仕事能力は，もっとも端的には IT スキルや英語力といった各種資格を有してい

るかどうかや，出身校や学歴といった外見上のスペックに依拠して判断している企業も少

なくないようです。 
 
内面の能力が重要 
 しかし，言うまでもなく，そうした資格取得状況や学歴から判断できる能力以外にも，

仕事で必要となる能力は多々あります。各種資格や学歴といった，いわば外見のスペック

からだけでは判断できない内面に秘められた能力，その人材が「磨けば光る玉」であるか

どうかの見極めは，人事面接の担当者はどうやって判断すればよいのでしょうか。 
 
できる人の特徴 
 「できる人」の特徴は，その人の言動の様々な局面に現れますが，それらの原点は，常

に「自分自身を外から眺めようとしている」点にあります。ここでいう「外から眺める」

は，他者との相対的な関係性
．．．．．．．．．．．

において自己を理解しようとする，と言い換えてもいいでし

ょう。 
行動を起こす際に，常に周囲を眺め，全体に求められるものは何かという点に留意しな



がら自分自身の行動を決定する･･･こうした特徴を必ず有しているのが「できる人」の特徴

です。 
 
できない人の特徴 
 これに対し「できない人」は，基本的に周囲を見つめようとする姿勢が欠けています。

周囲を見ることなく，自分の“思い”のみに従って言動するのが「できない人」の特徴で

す。こうした「できない人」は，他者を見ようとしませんから，当然に他者の言動から何

かを学ぶことはありません。 
 
学校での内科検診の例 
 読者の皆さんも，小中学校のときに健康診断の機会があったと思いますが，この内科検

診に絡み，とある保健担当の先生から興味深いお話をうかがったことがあります。 
「できる生徒」は，健康診断の内科検診で，自分の番が回ってくるまでの間に，前の順

番の友達がどのような行動をとっているか，待っている合間に（言われなくても無意識の

うちに）観察していて，いざ自分の番が回ってきた際には，その観察したとおりの行動が

とれます。これが通常の状況です。 
これに対し「できない生徒」は，周りを全く観察しておらず，自分の番が回ってきても

何をしていいかわかっていません。ですから，先生の方から逐一「はい，服の前をめくり

なさい」とか「次は，後ろを向いて背中を出しなさい」などと，細かな指示を出さないと

いけないのだそうです。 
そうした「できる生徒」・「できない生徒」の区別は，学力テストの成績の高低と概ね相

関関係があると，その先生は仰っていました。･･･なんとなく想像はつきますね。 
 
周囲から学ぼうとする姿勢 
 入社面接に来た新人に「周りを見て学ぼうとする姿勢」があるかどうか，大げさに言え

ば「環境・世界を意識しながら自分自身を位置づけようとしているか」･･･この点を人事面

接の担当者はきっちり見極める必要があるということです。 
この点，次回のこのコーナーでより詳しく敷衍します。 
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